
１ 令和８年度 教育方針 

 

（１） 校訓 「自主 友愛 練磨」 

 

（２） 校名訓 「有志竟成」［ 強い志を持てば目的は必ず達成できる ］ 

 

（３） 本校のスクール・ミッション 

・我が国における数少ない組合立の学校として、地域に根ざし、地域に愛される学校 

・「竟成館五箇条教育」を徹底する学校 

    「竟成館五箇条教育」 

          １ 日本一「挨拶ができる学校」 

          ２ 日本一「美しい学校」 

          ３ 日本一「校歌が歌える学校」 

          ４ 日本一「一人ひとりを大切にする学校」 

          ５ 日本一「時間を守れる学校」 

・「志や夢」に向かって勇気をもってチャレンジできる生徒を育成する学校 

 

（４） スクール・ポリシー（三つの方針） 

①育成をめざす資質・能力に関する方針【このような力を育てます】 

      ア 校名訓「有志竟成」の精神に則り、高い志を持って主体的に努力する生徒を育てます。 

      イ 創造的な生徒（基礎学力を身につけ、個性豊かで創造的な生徒）を育てます。 

      ウ 信頼される生徒（規律やマナーを身につけ、自他を尊敬し、責任感のある生徒）を育てます。 

      エ 主体的に挑戦する生徒（健やかな体を育成し、向上心旺盛で何事にも積極的に挑戦する生

徒）を育てます。 

②教育課程の編成・実施に関する方針【このような教育活動を行います】 

   ア 生徒を主体とした学習活動、学校行事等を推進します。 

      イ 他者を思いやる心を育てるために教育活動全体を通して道徳教育・人権教育を推進します。 

      ウ  体力・忍耐力・礼儀・協調性の修得を念頭に置いて、部活動、学校行事等を行います。 

エ 地域に貢献し、奉仕と勤労精神を育てるために、積極的にボランティア活動や探究活動を推

進します。 

③入学者の受入れに関する方針【このような生徒を待っています】 

ア 校名訓「有志竟成」の精神に則り、高い志を持って自らの目標に向けて粘り強く努力をす

る生徒を募集します。 

   イ 正解のない困難な課題にも、逃げずに立ち向かい、他者と協力しながら課題解決を図ろう

とする生徒を募集します。 

   ウ 他者を思いやる心をもち、将来、地域社会を支え、地域社会に貢献しようとする意欲をも

つ生徒を募集します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（５） 本年度のスローガン  

「一人ひとりが輝く 笑顔と学びに満ちた学校」 

 

（６） 令和８年度の教育指導基本方針 

① 生徒自ら道を切り拓ける力を育成する。 

② 地域社会の一員としての自覚と責任を持つ生徒を育成する。 

③ 自ら学び、他者と協働しながら課題を解決できる力を育成する。 

④ 将来、地域や社会を支える担い手となる人材を育成する。 

 

（７） 令和８年度重点目標 

① 何事にも主体的に挑戦し続ける生徒の支援 

②  五箇条教育の徹底と学校文化の醸成 

③  学校広報の充実による地域との信頼関係の構築 

④  教職員の協働体制の強化 

 

(８)  具体的方策 

① 何事にも主体的に挑戦し続ける生徒の支援 

・生徒が主体的に企画・運営を行う学校行事をとおして「望ましい在り方・生き方」を自律的に

考え、自ら変えていこうとする行動や態度を育成する。 

・教育課程の改善をとおして新学習指導要領に基づいた授業改善（主体的・対話的で深い学び）

を進める。 

・ICTを効果的に活用し、個別最適な学びを推進し、地域自治体・企業・大学等と連携した教育活動

や地域課題解決型学習（PBL）を展開する。 

・３年間を見通した体系的なキャリア教育を実施し、多様な進路実現につなげる。 

 

② 五箇条教育の徹底と学校文化の醸成 

・５箇条教育の実践を通して規範意識を育成し、安全で安心できる学校づくりを推進する。ま

た、互いを尊重する温かな人間関係を築く。 

・創立７０周年に向けて、愛校心と自尊心を育成するために、「竟成館五箇条」に沿った取組を、

生徒会等に自ら企画立案させ、学校全体で取り組んでいく。 

 

③ 学校広報の充実による地域との信頼関係の構築 

・学校 HP の刷新をはかり、SNS ツールを活用して、本校の魅力を広く発信する戦略的な広報活

動を展開する。 

・古賀市・福津市・新宮町との連携、および地域の小中学校との連携を通じて、生徒に地域の課

題に目を向けさせ、探究的・自律的な学習の充実を図る。 

・ボランティア活動やインターシップを推進し、地域産業や社会課題を学ぶ機会を充実させる。 

 

④ 教職員の協働体制の強化 

・ 部内と分掌間の連携の効率化を図り、校務分掌における業務負担の偏りを軽減するとともに、

協働的で効率的な組織運営を行う。 

・「校務支援システム」の効果的な運用や業務の精選・見直しを積極的に推進し、業務の無駄を

省き、必要な業務に重点的に取り組むことができるようにする。 

 

 


